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政策，施策などについて伺った市⺠意識調査の結果概要についてご報告します。 
アンケート調査は，無作為抽出した約 2,000 ⼈の市⺠の⽅に，9 ⽉末に調査票

を発送し，約 760 名の⽅にご回答いただきました。今回は，実感度，実現度，満
⾜度，重要度について，これまで市で⾏った調査における設問をもとに，実施しまし
た。回答率は，⼥性の⽅や 50 歳代以上の⽅が⾼いという結果となりました。 

調査結果のうち，実感度が最も⾼かったものは「環境に配慮したゴミ処理がなされ
ていること」，実現度が最も⾼かったものは「消防や救急の活動が充実していて，安⼼
できること」で，両⽅とも約 80%の⽅から「できている」という回答をいただきました。満
⾜度は，他の項⽬に⽐べて全体的に低い結果となりましたが，その中では「いつでも
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新たな指針の策定は、全国
でも先駆的な取り組みになり
ます。全国の⾃治体のスタン
ダードとなるよう、職員⼀⼈
ひとりの⼒を結集しましょう！ 
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市民意識調査連動型市民ワークショップを開催しました 

このニュースレターは，職員の機運を⾼めつつ，市⺠の皆さんに向けての情報発信と指針へのご理解を深めていただくために，
藤沢市企画政策部企画政策課が制作しています。
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ニュースレター 

10 ⽉ 29 ⽇と 11 ⽉ 2 ⽇に，市⺠ワークショップを開催しました。 
7 ⽉にも広報や Web サイトから告知をして，3 ヶ所でワークショップを⾏いました

が，今回は，市⺠意識調査（アンケート調査）の対象の⽅にご案内をするという
⽅法で⾏いました。 

アンケートにはワークショップへの参加希望についての回答項⽬を設け，約 30 ⼈
の⽅から参加希望をいただきました。 

安⼼して受けられる医療の充実について」の
満⾜度が約 37％で最も⾼くなりました。 

重要度が⾼い項⽬は，防災，医療，
防犯，福祉などでした。現在までの集計結
果は，市ホームページの「総合的な指針」
のページに掲載しています。今後，分析を
更に⾏って，報告書としてまとめていきま
す。 
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これからの検討スケジュール（予定） 

引き続き，皆さんのご協⼒をもとに新たな指針を策
定していきます。 

今後は，重点施策等の精査を進めながら，重点
事業・⻑期的に取り組む重要案件の選定を進めま
す。平成 26 年度予算編成と並⾏しての作業となりま
すが，よろしくお願いします。ご質問や内容についての

ご意⾒などは随時企画政策課までお寄せください。 
11 ⽉ 9 ⽇〜  各地区集会での説明 
12 ⽉ 2 ⽇    議員全員協議会 
〜12 ⽉ 25 ⽇ 
        市⺠の皆さんからの意⾒募集 

人口推計を行っています 

現在，平成 22 年国勢調査結果をもとに「藤沢市⼈⼝推計」を⾏っています。この⼈⼝推計では，今後の社会動
態等も考慮したなかでの 2043 年（平成 55 年）までの年齢別⼈⼝，地区別⼈⼝を算出します。現時点では推計
途中になりますが，藤沢市の⼈⼝は 2030 年（平成 42 年）に約 43 万⼈でピークを迎え，その後減少するものと

当⽇の参加は計 25 ⼈となりましたが，アンケート調査の結果をお知らせし，参加者の皆さんがテーマを模索しな
がら意⾒交換を⾏いました。 

アンケート調査とワークショップを連動させることによって，参加者の皆さんは「どのような内容の意⾒交換になるの
か」という事前の準備ができるとともに，集計結果をご報告することで，他の市⺠の⽅がどのように考えているのかも
知った上での意⾒交換が可能となります。また，なぜそのような集計結果になったのか，背景や原因には何があるの
かなど，意⾒の深掘りにも結びつきやすくなります。 

今回は，抽出数や時期，天候等にも参加者が少なかった原因もあるかと思いますが，こうした調査とワークショッ
プを連動した取り組みや講演会等との組み合わせについても，今後の中で試⾏していきたいと思います。 

 

⾒込んでいます。今後更に分析を進め，
今年度中には将来⼈⼝推計としてまとめ
ていきますので，個別計画の策定，⾒
直しや事業実施にご活⽤ください。 


